
 
 
 
 

 201５年度年末一時金・第３回集計  

加加重重平平均均 7700 万万円円台台にに！！  

支支給給日日をを前前にに追追いい上上げげははかかるる  

＜回答状況＞ 
 2015 年 2014 年(同期) 

登録組合数 744 759 
回答組合数 444（59.7％） 460（60.6％） 
 うち上積み獲得 94 （21.2%） 142（30.9％） 
うち妥結組合数 194 （43.7％） 218（47.4％） 

＜回答内容＞（月数および金額） 

集計方法＆対象 2015 年 201４年（同期） （前年比） 

単純平均 
月数 2.11  2.12  －0.01  

額（円）  689,799   678,825  +10,974 

加重平均 
額（円） 705,998  674,883  +31,115  

組合員数（人） 122,620  134,609   
＊額または月数のみの報告があるため、双方は連動しません。 

＜前年実績と比較可能な組合における回答状況（金額での比較）＞ 
 2015 年 2014 年 

前年との比較が可能な組合数 224 244 
うち前年額以上の組合 145（64.7%） 152（62.3%） 
 （前年超） 129  138 
 （同 額）    16 14 

＜前年実績と比較可能な組合における単純平均額・月数の比較＞ 

 組合数 金額・月数 前年実績 （前年比） 

単純平均 
額（円） 224 687,783 685,677 ＋2,106  

月数 373    2.09    2.09 ±0 

国民春闘共闘委員会 
〒113-8462 東京都文京区湯島 2-4-4 全労連会館  
☎ 03-5842-5621  FAX 03-5842-5622 

第５号 

2015 年 12 月 7 日 

国民春闘共闘委員会（全労連、純中立労組懇、地方共闘などで構成）は 4 日、2015 年の年末

一時金第 3 回集計を行い 24 単産部会から報告が寄せられました。 



 ＜集計結果の概要＞ 

回答引出し・妥結状況 

2015 年度の年末一時金の第 3 回集計は 24 単産・部会での集計となりました。 
回答を引き出したのは登録 744 組合のうち 444 組合で、回答引出し率は 59.7%となっています。

前回調査（11 月 20 日時点：303 組合・40.7%）から 19 ポイント増えています。前年同期（2014
年 12 月 5 日時点：460 組合・60.6%）との比べると 0.9 ポイント下回っています。 

回答引出しのあった組合のうち数字にわたる上積み回答を引き出したのは 94 組合・21.2%で、

前回調査（40 組合・13.2%）から 8 ポイント増加しましたが、前年同期（142 組合・30.9%）を 9.7
ポイント下回りました。 

現時点で妥結した組合は 194 組合で、妥結率は 43.7%となっています。前年同期と比べると 3.7
ポイント下回っており、支給日を前に追い上げを図りつつも粘り強く交渉を進めていることが伺え

ます。 
 

全体の回答内容 

月数回答のあった 399 組合での単純平均月数（一組合あたりの平均）は 2.11 ヵ月となっていま

す。前回調査から 0.2 ヵ月減となり、前年同期を 0.1 ヵ月下回っています。 
金額回答のあった 244 組合での単純平均額は 689,799 円で、前回調査から 9,128 円減となりまし

たが、前年同期を 10,974 円上回っています。 
加重平均額（組合員一人あたりの平均）は 705,998 円で、前回調査から 65,797 円増え、前年同

期を 31,115 円上回りました。 
産業・部会別に見ると民放労連、出版労連、映演労連、地方マスコミなどマスコミ関係で月数・

額ともに高い回答水準となっており、全体を牽引しています。 
規模別に見ると、「29 人以下」、「30～99 人」、「100～299 人」が単純平均月数 2 ヵ月以上を維持

しながら、規模の大きい組合で高い水準額での回答が出てきたこともあり、加重平均額が伸びてい

ます。 
 

前年実績比較可能な組合での回答状況 

同一組合での対比が可能な 224 組合の単純平均額の結果を前年実績と比べると今期は 687,783
円で、前年実績を 2,106 円上回っています。 

このうち 64.7%にあたる 145 組合が前年実績額以上の回答を引き出しており、前年同期（前年実

績額以上：152 組合・62.3%）から 2.4 ポイント増えています。出版労連の組合で前年実績比 30 万

円超を引き出したのをはじめ、129 組合が前年実績を超す回答を引き出しています。 
 月数で同一組合対比可能な 373 組合の単純平均月数は、前年実績平均と同月数の 2.09 ヵ月とな

っています。このうち 76.4%の組合が前年実績を確保しています（前年実績超 143 組合・38.3%、

同月数 142 組合・38.1%、前年実績未満 88 組合・23.6%）。 
 比較可能組合での平均ではほぼ前年実績並みとなっていますが、産業別に比較可能組合を見ると、

建設関係、医療関係でやや厳しい回答状況となっています。また、依然として同産業内でも回答に

ばらつきが出ています。 



パートやアルバイトなど非正規雇用で働く仲間の一時金 

非正規雇用で働く仲間の一時金獲得は、別表の 6 単産 172 組合で 306 件の成果獲得となってい

ます。前回調査（11 月 20 日時点：119 組合 223 件）から 53 組合 83 件増えました。前年同期（2014
年 12 月 5 日時点：161 組合 255 件）との比較では獲得件数は 51 件上回っています。 
このうちパートやアルバイトなどを中心とした時給制で働く仲間の一時金獲得は、生協労連（107

件）、日本医労連（77 件）、JMIU（9 件）、全印総連（4 件）、通信労組（2 件）の計 5 単産 199 件

となっています。月数報告のあった 138 件での単純平均は 0.815 ヵ月で、金額報告のあった 67
件の単純平均額は 51,507 円となっています。 
月給制（準職員・契約社員など）で働く仲間の一時金獲得は 4 単産・85 件となっています。月

数報告のあった 66 件の単純平均は 1.141 ヵ月で、金額では 25 件平均で 138,827 円となっていま

す。前年実績比較可能組合を見ると、月数は 1.133 ヵ月（47 件平均）で前年実績比プラス 0.125
ヵ月、金額では 177,049 円（15 件平均）で前年実績比 6,236 円増となっています。 
また、再雇用・継続雇用で働く仲間の一時金は、4 単産から 22 件の獲得報告が寄せられていま

す。時給制では 0.469 ヵ月（9 件平均）、52,895 円（7 件平均）となり、月給制では 1.568 ヵ月（5
件平均）、37,500 円（2 件平均）となっています。 

 

＜参考＞ 他団体の年末一時金集計結果 

●連合の第 2 回回答集計 年末一時金（12/3 公表）は以下のとおりです。 
 金額（円） 

集計組合 加重平均 単純平均 

組合数 人数（万） 2015 年 昨年実績 2015 年 昨年実績 

1,339 95.7  760,362  780,631  533,357  560,763  

月数（ヵ月） 
集計組合 加重平均 単純平均 

組合数 人数（万） 2015 年 昨年実績 2015 年 昨年実績 

2,039 132.9  2.55 2.50  2.13  2.14  
 
※昨年実績は、2014 年同期時期には集計がないため 2014 年 11 月 14 日公表の実績 

 

●日本経団連の年末一時金妥結集計（大手企業＝10/30 現在）は以下のとおりです。 
 
 
 
 
 
 

 
※集計対象は東証一部上場、従業員 500 人以上の企業 
 

集計対象 
集計 

企業 

加重平均 単純平均 

金額 昨年実績 金額 昨年実績 

大手企業 80 社 916,160 883,022 785,662 754,328 
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